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研究成果の概要（和文）：2016年度に小学校28校の3～6年生約10500名とその保護者対象の生活実態調査を実施
し、児童約9200名・保護者約8900名の回答を得た。 2017年度には、中学校13校1～3年生7600名とその保護者対
象の生活実態調査を行い、生徒約5400名・保護者約5300名の回答を得た。2018年度には高等学校23校の1～3年生
12000名とその保護者対象の生活実態調査を行い、生徒約11000名・保護者約8200名の回答を得た。本研究の結
果、小中高校生においてインターネットの利用状況と学校生活を含めた生活の諸側面の好ましい状態との間に関
連性があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In 2016 we conducted life style surveys for about 10500 elementary school 
students (3rd to 6th grade) and their parents in 28 elementary school, and about 9200 students’ and
 8900 parents’ responses were obtained. In 2017 we conducted life style surveys for about 7600 
junior high school students (1st to 3rd grade) and their parents in 13 junior high school, and about
 5400 students’ and 5300 parents’ responses were obtained. In 2018 we conducted life style surveys
 for about 12000 high school students (1st to 3rd grade) and their parents in 23 high school, and 
about 11000 students’ and 8200 parents’ responses were obtained. Study results revealed the 
following thing in elementary, junior high and high school students: there is a relation between 
internet utilization state and desirable student conditions in school and at home. 

研究分野：臨床教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
自然・社会環境の激変によって家庭・生活環境が大きく変化する中、小学生の体力・学習意欲の低下、中高生の
いじめ・不登校などの教育課題の一因として、ネット利用・睡眠習慣などの生活習慣の乱れによる心身の危機が
指摘されている。さらに、幼少期からの睡眠習慣の乱れが、将来にわたって、がん・アルツハイマー病・生活習
慣病・うつ病の発症などの心身の健康上のリスクを高めることも報告されている。今回の小中高校生とその保護
者対象の生活実態調査の結果から明らかにされた小中高校生の生活の諸側面を分析することで、ネット利用を含
めた生活臨床（生活の立て直し）の重要性を社会に発信でき、｢生活臨床学｣を体系化できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
地域環境が支える家庭教育が大きく変化する中、幼児・小学生の体力、気力や学習意欲の低
下の一要因として生活習慣の乱れが指摘されてきた。また、生活圏の拡大や行動の多様化等に
よって生活リズムが乱れやすい環境にある中高生についても、睡眠習慣を始めとする生活習慣
の乱れによる心身の不調が一要因となって、いじめ、不登校、暴力行為などの問題行動に発展
する可能性が指摘されている。さらに、幼少期・青年期の睡眠習慣の乱れが、将来にわたって、
がん・アルツハイマー病・糖尿病・うつ病の発症など心身の健康上のリスクを高めることも報
告されている。以上から、子どもの問題行動、心身の不調、子どもの危機的状況の背景に家庭
環境の変化による生活病理があると考えられる。 
｢生活病理｣について、白石(2006)は家族病理を背景として発生している子どもや親の睡眠・
食生活・運動・対人関係などの生活基盤をなす要素の異変や病理的現象が出現していること、
またその内容であると定義している。そして、従来の家族病理に対する研究アプローチとは異
なる方法として、現実の「生活」に焦点をあて、この異変や現象の解明と克服に取り組む必要
があるとしている。続いて、「生活臨床」とは本来、統合失調症の再発防止および長期的な治療
プログラムを新たなる見地をもって実践しようとした活動(臺,1978)であった。しかし現在、家
庭に関する事件や子どもの問題行動が多発する中、その背景に｢生活病理｣があるという視点の
もと、この生活病理、さらには問題行動への対応としての生活の立て直しを示すものとして「生
活臨床」という概念が提唱された（白石,2006）。これを受け、小谷ら（2015）は「生活臨床」
を特定の課題を抱える人々への支援とは限定せず、生活環境および生活習慣の乱れに対応する
｢生活全体の立て直し」を図るためのコミュニティ・アプローチおよびメンタルヘルス向上の方
策としての方針とその内容として定義し、学校教育における睡眠を中心とした｢生活臨床｣の意
義と可能性を示唆している。 
 
２．研究の目的 
研究代表者を中心に行った子ども（幼児・小中高校生）を対象とした生活実態調査と実践研
究の結果から、１．生活の夜型化による睡眠の質の低下を背景に、心身の不調を感じているこ
と、２．睡眠の質と心身の状態を含めた生活の諸側面が関連していること、３．睡眠を中心と
した｢生活臨床（生活の立て直し）｣の行動化が、自尊感情・抑うつ度などの心的状態を改善す
ることの３つの知見が示された。以上から、睡眠習慣が確立している子どもは心身の状態が安
定し、生活全般で十分に能力を発揮できることが推測できた。そこで本研究では、睡眠、人間
関係、心身の状態などの諸要因の関係を構造的に分析し、睡眠を中心とした｢生活臨床｣が心身
の発達を促す中で、子どもの様々な危機的状況を克服し、学力を含めた「生きる力」を育成す
る上で有効であることを明らかにし、その具体的なプログラムを作成することを目的とした。 
また、本研究は教育学・心理学・福祉学などの学問領域から構成される臨床教育学を基盤とし、
医学・生理学などの専門領域の知見も加え、その学際性と複眼的思考をもとに科学的見地から
子どもの生活病理をとらえ、克服策を検討していくところに独創性がある。現代社会の影響を
受ける睡眠を始めとした生活病理は、心的状態を阻害して｢問題行動｣を引き起こし、心身の健
康上のリスクを高めていると推測できる。そこで、生活臨床（生活の立て直し）が、様々な｢子
どもの危機｣を予防・克服できることを実証的に明らかにし、将来的には｢生活臨床学｣の体系化
を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1)小学生とその保護者を対象とした生活実態調査の実施：小学生におけるネット環境の影響な
どによる生活環境の変化に伴う睡眠を中心とした生活の諸側面の実態を明らかにするため、小
学生とその保護者を対象とした生活実態に関する自記式質問紙調査を以下の内容で行った。①
調査対象：兵庫県明石市立小学校 28校の３～６年生の小学生約 10,500 名とその保護者(悉皆調
査)②時期：2016 年 11 月 
(2)中学生とその保護者を対象とした生活実態調査の実施：小学生と同様に、中学生における生
活環境の変化に伴う睡眠を中心とした生活の諸側面の実態を明らかにするため、中学生とその
保護者を対象とした生活実態に関する自記式質問紙調査を以下の内容で行った。①調査対象：
兵庫県明石市立中学校 13校の 1～3年生の中学生約 7,800 名とその保護者(悉皆調査)②時期：
2017 年 9 月 
(3)高校生とその保護者を対象とした生活実態調査の実施：小中学生と同様に、高校生における
生活環境の変化に伴う睡眠を中心とした生活の諸側面の実態を明らかにするため、高校生とそ
の保護者を対象とした生活実態に関する自記式質問紙調査を以下の内容で行った。①調査対
象：兵庫県内の公立高等学校 23 校の 1～3年生の高校生約 11,500 名とその保護者②時期：2018
年 7～9月 
 
４．研究成果 
(1)兵庫県明石市立小学校28校の3～6年生約9,200名とその保護者約8,900名の回答を収集し、
単純集計と統計的分析を行った。その結果、 ｢ネット利用状況｣の高さが、TV の視聴・スマホ
の使用時間、起床時刻の遅延、それに伴う睡眠の質に関連していることが示された。また、｢ネ
ット利用状況｣が低い児童ほど、学校生活、情緒・感情・身体的側面、さらに家族・他者との関



係が良好であることが示唆された。 
(2)兵庫県明石市立中学校12校の1～3年生約5,400名とその保護者約5,300名の回答を収集し、
単純集計と統計的分析を行った。その結果、｢ネット利用状況｣の高さが、携帯・スマホの使用
時間（通話・メール・SNS）、就寝時刻の遅延、それに伴う睡眠の質に関連していることが示さ
れた。また、｢ネット利用状況｣が低い中学生ほど、学校生活、情緒・感情・身体的側面、さら
に家族・他者との関係が良好であることが示唆された。 
(3)兵庫県内の公立高等学校 23 校の 1～3年生 12,000 名とその保護者対象の生活実態調査を行
い、生徒約 11,000 名・保護者約 8,200 名の回答を得た。単純・クロス集計を行い、調査協力校
にローデータとともにその結果のフィードバックを行った。なお現在、統計的分析を進めてい
るところである。 
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